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2022 年度診療報酬改定に向けて、中央社会保険医療協議会では第

２ラウンドの議論が始まっています。 
12/10 の議論では「地域包括ケア病棟等」をテーマに行われ、400 床

未満であってもポストアキュート機能に偏りのある地域包括ケア病棟に

ついての減算措置の適用を求める意見が出されました。 

地ケア病棟の機能を見直し！？ 
ポストアキュート偏重は減算か？ 

 
 

ポイント１ 
特定の機能に偏った病院が対象 

急性期からの受入れ患者は重症度が低い！？ 

 

 

ポイント２ 

ポイント３ 

 上記データを踏まえ、支払い側から現行の 400 床以上の病院
に適用されている自院の一般病棟からの転棟割合が 6 割以上の
場合に、入院料が 1 割減算される措置を 400 床未満にも適用す
べきとの意見が出されています。 

支払い側は救急実施の有無について
も指摘しており何かしらの指標で評価
する可能性もあります。 
急性期後の医療を中心に担う中小病

院にとっても救急や在宅医療への取り
組みが重要となる可能性があります。 
それらの機能が弱い病院は、早急に

対応を検討する必要があるのではない
でしょうか。 

地ケア病棟の３機能のうち、
急性期からの受入れ機能に偏っ
た病棟が問題視されています。 
その理由は急性期から受け入

れた患者が、在宅等から受け入
れた患者に比べ「重症度、医
療・看護必要度が低く、状態が
安定している患者が多いとのデ
ータがあるためです。 

お願い：この NEWS LETTER は、厚生労働省の発表資料などを元に弊社にて作成しております

が、情報・解釈の誤り等がございましたら、左記までご一報下さいましたら幸甚です。 

診療報酬改定 2022 の動向_回復期編 

 

一般病棟からの転棟割合 60％以上が対象？ 

400 床未満にも 1 割減算措置を拡大か！？ 

中医協資料より作成 

サブアキュート機能の強化が必要か？ 

対策は救急＆在宅医療への取り組み強化！ 
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